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　　1
　本稿は，1923年にモスクワで開かれた第1團ソ連邦農業・家内工業博覧会の検討であり，ソヴ
エト政権下で最初の全連邦的規模のこの博覧会がもつ，政治的，経済的，社会的意義をあきらか
にしようとするものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③
　レーニンのイニシアティヴにより計爾され実を結んだゴXルW・プランが，後進的農業国を社
会主義国へ移行さす過渡期の経済建設プランとして，すなわち一大国家経済計画としてもつ，そ
の経済史的意義にくらべて，この農業博覧会のもつ意義は，それほど大きいものではないかもし
れない．ソ連邦においても，またソ連邦以外の国のソヴエト経済史研究においても，この農業博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
覧会に注園するものは多くない．しかし，われわれは，新経済政策ネップ当初期に，連邦的規模
で農業の境況，農業の生産と科学の成果，将来の農業のあり方を明示し，国内だけでなく外国に
もソヴエト・ロシアの潜勢力を誇示せんとしたこの博覧会のもつ慧味は大きいものと考える．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
　当時，この農業博覧会について外国の報道が，「ロシアの成長する力の証明」であり，「国の内
　　　　　　　　　　　　⑥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦
なる力と高揚，成長のあかし」であり，「プmeレタリア・ロシアの歴更における転換点」であると
報じたのも，このような催しについての報道一一般のもつ拡大鏡的誇張だとは思えない．
　レーニンはこの博覧会に大きな関心をよせ，1922年11月に博覧会への挨拶を書いている．「この
博覧会は，非常に大きな意義をもっものとおもいます．すべての組織が，博覧会に十分な協力を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
あたえるものと儒じています．最大の成功を心からいのります．ヴェ・ウリヤーノブ（レーニン）」．
すでに病いにたおれていたレーニンは，彼最後のモスクワ訪問の機会に，搏覧会を訪ねている
　　　　　　　⑨
（1923年10月19日）．新経済政策への政策転換を行い，「ネップのwシアから歓会主義のwシア壽を
頭に描いていたレーニンが，ようやくにして復興の着実な歩みをはじめたソヴエト・mシアの麟
民経済，なかんずく農業の達成の展示を眼の前にして，その感懐はどのようであっただろうか．
　われわれは，以下，1923年のこの農業博覧会の背景と内容，さらにその意義についてのべてみ
たい．
　本稿の史料は『クラースヌイ・アルヒーブsに収録されているものが中心となっている．
　II
　現在モスクワに常設のソ連邦国民経済達成博覧会B躍X（1959年以降）の前身は，全連邦農業
博覧会£CXB（1939－1941，1954－1958）である．モスクワ，オスタンキノに敷地140ヘクター
ル，250以上の建造物をもつこの常設農業博覧会は，ソ連邦におけるコルホーズ体剃の確立と，高
度に機械化された大規模祉会主義農業生産の成果を内外に示すものであった。部P捌，地域鋼原
則にもとづき展示されたこの博覧会には，約80万人が参加し（1939－1941），第1年度にそこを訪
れた見学者は350万人以上といわれた．第2次世界大戦で中断された同博覧会は，1954年8月に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱
再閣され，1959年に前記BllHXへ引きつがれたのである．この農業博覧会の先駆的役割を果し
たのが，ソヴエ｝・政権下ネップ初期に開催された1923年農業博覧会であった。
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　ところで，革命莇のロシアにおいて，一般に博覧会はどのようであったか．ソヴエト百科事典
によれば，大規模な～般博覧会として，1850年，1860年にペテルブルグで，1864年，1895年にモ
スクワで，1887年，ハリコフ，1913年，キエフで開催され，このキエフの博覧会には，2000の出
品者，1万点の展示贔，そのうち約2000は動物であったことがわかる．また，専門的（部門別）
な農業博覧会は，1857年のアルハンゲリスク県，ホルモゴールイの畜産博覧会がはじまりで，こ
の博覧会には，主に牛が展示されている。その後，1866年，モスクワで馬の博覧会，1870年ハリ
コフとモスクワで羊の博覧会，1878年モスクワ，1879年ペテルプルグで，乳業の博覧会が，1880年
ペテルブルグで家禽の，1895年ペテルブルグで養蜂の，1894年同じくペテルブルグで農業機械・
農異の農業博覧会が開かれている．両首都を中心に開催された博覧会の他に，県，あるいは県問
の一般博覧会も，リガ，オデッサ，トビリシ，ペンザ，キエフ，サラトフその他の都市で開かれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
ており，また，ボルタワ，トゥーラ県では，地方の展覧会讐見本市が開催されている．
　以上のような革命前のロシアの農業博覧会は，大地主，工場主（農業原料消費者〉，株式会社，
大地主の賃借人のためのものであt）　1企業主たちは，博覧会で売買契約を行い，展示品，とくに
　　　　　　　　　　　　　　　⑫
家畜（農業用）は，競売に付された．資本主義下の博覧会が商業自的を第一におくことは当然の
ことである。
　これに対し，「広汎な勤労農罠への農業博覧会の啓蒙的・宣伝的影響はソヴエト政権下で発現さ
　　⑬
れる」ことになった．ソヴエト政権下最初の試みは，1918年7月，シンビルスク（現ウリヤノフ
スク）市で開催された農業博覧会で，同博覧会へは，2万3000人以上の見学者があった．また，
1918年12月11日一20Bに，モスクワで開催された土地部・貧農委翼会・コンミューン第1回全ロ
　　　⑭
シア大会の代議興のために，ロシアの天然の富，10月革命前と後の国内の土地フォンドの配分，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮
農業の状況にかんする，またコンミューンの活動にかんする資料が展示されている．
　ここで，1922－23年のソ連邦経済史上の状況であるが，この時期は，約3年闘の国内戦，外国
軍事干渉がソヴエト政権の軍事的勝利のうちにようやく終息し，192111i　3月の雛0國党大会で，
国内戦期の「戦時共産主義」体制からネップへの移行措置が講ぜられ，レーニンのいう「急襲」
策から「矧鮎「迂園」策による社会主義への移行準備、　国民経済復興の施策からはじまる一
に入った時期である．農業分野では，食糧徴発から食糧税への切換えによる生産束弓戟策によって，
生産の活発化がすすみ，この施策がようやく実績をしめしはじめた時期である．
　一方，農業における生膣関係であるが，戦時共慶主義下で，農業における生産関係の変革が企
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯
図され，集國的社会主義経営への移行の志向は，1919年2月の『社会主義土地整理令』として法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰
令の形をとったが，実効はえられないまま，1922年のmシア共和国旺地法典謎綱定によって，
ネッフ下での農業生産関係が定着することになる．
　このような背景のなかで，国民経済の復興，なかんずく農業生産の復興の様態とソヴエト・mu
シア勤労農民の潜勢力を農業博覧会の場に凝集，展示し，活動の成果を確認し，更なる出発のエ
ネルギーを形成して行くべく計画されたのが，この全連邦的規模での農業欝覧会であった．
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　III
　農業博覧会の計画案（入民委貝会議，全ロシア中央執行委員会幹部会決定）が提示されたのは，19
　　　　　　　　　　　　　　コレーギア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
2王年11月14臼の農業人民委貫部評議会の会議であり，嗣計画案はそこで採択された．
　計画案によれば，「農業の急速な発展の極度の重要性と，そのためのきわめて精力的な施策の必
　　　　　⑲
要のために」，1922年10月1日を目標に，ソヴエト共和国最高賞各県コンクールを伴う全ロシア農
業博覧会を組織することを農業人民委員部に付託するというものであり，この博覧会とコンクー
ルの基本課題は，農業，林業の各部門にわたる，また農業工業の組織にかんする各県の活動の成
　　　　　　　　　　　　　　　㊧
果を提示しようとするものであった．
　その活動にかんする主な項目を拾ってみると，1）耕種作物栽培の組織，輪作と新しい栽培の導
入，2）集団経営の組織，3）園芸，果樹栽培，ぶどう裁培等，4）畜産，養禽養蜂等，5）工芸作物
栽培，6）育種，品種改良，7）農業試験事業，8）協同組合的，集団的農業経営の組織9）農業文盲
一掃のたたかい，文化啓蒙施策の組織10）旱魅とのたたかい，11）播種カンパニアの組織12）農
業改革の実施，土地整理活動の実行，13）土地改良施策の発展，土地改良事業の実施，錘）農業協
隅組合組織の発展，15）農業の電化と機械化，16）泥炭事業の発展，17）林業および本材工業の現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
状と発展，などであり，農業，林業全般にわたる施策と活動の点検である．
　他に，この計画案には，博覧会のための財政描置，褒賞捌度とそのための人員組織，計画実施
のために各機関（すべての県執行委員会，共和国諸機関）への全面協力要請，博覧会敷地の綱当
　　　　　　　　　　　⑫
等々が盛り込まれている．
　また，1921年12月26Bの農業の復興，発展の問題にかんする，ロシア共和国第9回ソヴエト大
会の決定のなかでも，1922年の農業カンパニアの成果と欠陥の総揺を目的とし，かつ，農業の向
上に対して特別の努力を払った県，郡，郷および各個経営の全人畏的な奨励鼓舞を目的とし，
1922年秋に，全ロシア農業博覧会を開催し，優秀者にたいする褒賞を行うことを，農業入畏委貫
部に委託している．同時に，入民委翼会議には，博覧会のための必要資金の交付が委託されてい
　⑳
る．
　当初の計画では，1922年の秋に博覧会開催を予定していたが，実際には，1923年8月に約1ヵ年
　　　　　　　　　　⑭
開催が延期されている。この問の事情は『クラースヌイ・アルヒーブ』の史料からは明らかでな
い．ただ，「レーニン全集xの資料によれば，「博覧会の組織と凶作の結果の収拾という膨大な量
の仕事のため，博覧会開催は1923年に移された」ことがわかる．事実，博覧会の準備はおくれて
いたようだ．1922年10月6日の段階で，博覧会中央委翼会がモスクワ公共事業議長に手紙を送り，
そのなかで，博覧会会場が同中央委員会および全ロシア中央執行委員会議長により，開催予定地
（現ゴーリキー公園）に決定した旨，そして，同敷地内の博覧会中央委員会への移管手続を至急とる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
こと，同敷地の整備，環境整備等にかんする事業への協力を要講している・手紙の末尾に，「上記
事項はいずれもきわめて急を要する性格のものです．したがって，博覧会中央委員会は，上記諸
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰
問題の大至急解決を切にお願いします」とあることからも，博覧会組織の準備がおくれていたこ
一 152一
と力呵司える．
　1922年10月19Bに，全ロシア中央執行委員会の『全ロシア農業・家内工業（外国部付設）博覧会条
令謁が全mシア中央執行委貫会議長エム・イ・カリーニン署名のもとに採択（1922年11月11日付『法
　　　　　　　　⑳
令集sに公表）され，この条令に基づき，農業博覧会は，精力的に準備されることになった．
　この博覧会条令は全33項から成り立っている．若干のコメントを加えながら，以下その要点を
みてみよう．
　まず，条令では，条令で決められた一般原期にしたがって，1923年中に，農業および農業と密
接な関係をもつ小規模家内工業の博覧会を開催すること，また，隅博覧会に特別外国部を設置す
ることが唱われている（第1項）．博覧会に外国部を特別付置したことの意味は大きい．この点に
ついてはのちにふれるが，ここでは事実関係だけを記しておく．当初人民委貝会議，全ロシア中
央執行委員会決定，農業人民委員会評議会採択の薄覧会計顧案にも，また，ロシア共和国第9回
ソヴエト大会決定にも，外国部設置は出ていないが，1922年の段階では，博覧会をロシア的規模
でなく，国際的性格のものに拡げるべきだとの見解が蹟され，紙上でもそのことが強調された．
レー＝ンも，1922年10月6Nに，つぎのような挨拶を書いている．「モスクワにおける国際農業博
覧会へ．あらゆる成功を期待します．簡単かつ急ぎの書面にておゆるし下さい．ヴェ・ウリヤー一
　　　　　　　⑳
ノブ（レーニン）」（傍点一小野）．この挨拶は出されなかった．概述（本稿1章）の挨拶（1922年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
llfi　14一付の全ロシア農業博覧会への）が送られたのである．
　博覧会の厨的は，1）ロシア共和国と連邦加盟共和国における農業の現況および家内工業の現況
を紹介すること；2）農業加工工業および輸出の発展のため，国の生産力が提示しうる可能性を示
すこと；3）農業の科学および実践の成果について，これら諸成果の農業実践への適用の可能性に
ついて，広汎な住罠大衆に知らせること；4）外国の農業分野で達成した成功について，また外国
工業の側からのロシア農業発展のための可能な援助について知識を与えること，である（第2項）．
　博覧会の参加資格は，ロシア共和国，自治共和国，州のすべての国営，公営の施設，企業およ
び集囲的，個人的経営と生産であり，また，博覧会外国部には，外国の施設，企業が参加できる，
となっている（第3〕噴）．
　開催地はモスクワで，期間は1923年8月から2ヵ月とする（eg　4項）．そして，博覧会には，次
のような部が設けられる．1）科学・教育部，2）農業，林業試験事業部，3）農業耕作部，4）木材部，
5）畜産部，6）家内工業部，7）獣医部，8）農業物加工部，9）畜産物，家内工業生産物加工部，10）家
内工業部，11）協同組合部，12）土地整理，移民開拓部，13）農業技師部，14）家政・生活様式部，
15）労働部，16）輸出取引部，17）農業・林業国家計画調達部，18）外国農業工業部（第6項）．
　出贔物の部内配列は県鋼に行われ，各共和国の民族生活様式の特殊性，経済的特殊性を発揮す
るようにする（第7項）．博覧会開催期間中に，農業，家内工業各分野別に全ロシア的規模の大会
を開き，外国の代表者の参加もえる（第10項）．博覧会中央委貫会が組織の中心となって活動する
が（第16，17，18，19項），博覧会について広く情報を流し，地方諸機関と｛主民との，地方諸機関
一
153
と博覧会中央諸機関との間に仲介機関を設立するため，また博覧会への各共和国，州，地方の組
織的参加のために，地方博覧会委員会が設置され活動する（第21，22，24項）．外国からの出品物
にたいする関税免除措置（第27項）が講ぜられ，コンクールの性格を出すための，優秀出鹸物に
たいする褒賞，農業生産活動のすぐれた県にたいする国家最高賞が予定されている（第29，30，
31項）．その他，組織・運営上の財政活動についても詳細に記されている（第8，9項）．
　この博覧会条令は，1922年12月16日の全ロシア中央執行委員会農業委貫会（議長エム・カリー
　　　　　　⑳
ニン）の決定により，条令での博覧会中央委員会を中心とした活動が，他の国家諸機関の援助を
受ける形となり，一層補完強化されたのである．
　1922年11月10Bに発表された，全ロシア中央執行委員会議長カリーニンの，すべての国民経済会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
議議長，農業人民委員，県執行委員会あての電報，および，1923年2月5Hの同議長の，すべて
の自治共和国中央執行委員会，国民経済会議，すべての県執行委員会への電報，すべての経済会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
議，各共和国農業人民委員部，県土地管理部への同電報のコピー，にみられるように，地方にお
ける博覧会への全面的準備活動が求められている．また，カリーニンの，1923年3月6日の博覧
　　　　　　　　　　　　　　⑭
会委貰会全mシア大会での演説や，ロシア共産党中央委員会書記，ヴェ・モロトフの，すべての
。シア共敵懸飴あての鰍（、923年3月3。講ま，購絵の肋，意義を強乱縛肇絵
の成功を呼びかけている，
　一方，博覧会の建設労働者たちが，「敬愛する同志ウラジーミル・イリイッチ」へあてた挨拶
（ま923年銅、8譜、は，博覧会をブ，、ジ。ア灘への一w”agたらしめ，労働者．農騰力の嘱
の発展強化たらしめんとする革命的気慨すら感じさせるものがある．胃頭に引いたデミヤン・べ
一 ドヌイの博覧会開催に寄せた詩のあの精神の高揚がそこにもある，
　博覧会の準備は着々とすすみ，1923年5月に，博覧会中央委貫会メンバ～と共に博覧会敷地を
訪れた，カリーニンとヴェ・ヴェ・クィブイシエフ（労農監督人民委員）は，博覧会準鋪の進捗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰
ぶりに満足し，予定期限内開催に自信をえている．
　全wシア農業・家内工業鱒覧会は，1923年8月19日に劉図のような建物の配置で1粥催された．当
Hのlfプラウダsは，博覧会中央委員会議長エム・イエ・シェフレルの開会式典日程をのせている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　スムイチカ
その冒頭には，「この日は“都市と農村の結合”のスm一ガンのもとに農業再生のNとならなけれ
　　　　　⑱
ばならない」とある．ソ連邦入民委貫会議劇議長エス・エス・カーメネフが開幕を宣し，連邦巾
央執行委員会議長が，礼砲とインタナショナルの歌にあわせて『第1回ソ連邦農業・家内工業博
覧会、と記された灘掲揚すること1、よ撫覧会はスタ＿トした．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
　統計数字的側爾からみた，博覧会の概観を，博覧会にかんする総括報告のための資料から引い
て，次に示してみよう．
　a）組織管理機関．1923年2屑1醸までの博覧会準備瀬動は，5名のメンバーからなる博覧会
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中央委員会があたった．その後，指導部3名をもつ博覧会中央委貫会幹部会（17名）があたった．
開幕後は，博覧会管理博覧会中央委員会が創立された．博覧会中央委貝会の圓数一20（決議92），博
覧会中央委員会幹部会の会議一40園（決定1365），指導部の会議一89圃（決定1872），博覧会管理
博覧会中央委貫会一10圓（決定246）．
　b）博覧会敷地．敷地（ロシア部，外国部あわせて）－61デシャチーナ，うち，約8デシャチ
ー
ナは建造物．
　c）建築に要した用材．3777車鞭分（230万2502立方フ身一ト）（196のパビリオンおよびその他
の施設周）．
　d）出品者．5000以上の出繍者（19の共和国，11の自治粥，50のロシア共和国の県，54の民族，
うち18は外国部）．
　e）展承品．15万点，うち主要な生産パビリオンでは5万7401点（試験部一5023，耕種作物栽
培部一9677，土地改良部一3462，畜産部一2653，うち生きた動物2176，勤労部一2113，農村部一
2425）．家内工業部では8264の品昌（展示品一4万以上）．外国部では4898贔目（350を越す外国の
会社から出愚）．
　f）入場者．開催期間中（8月19日～10月21賃）に161万8882人，そのうち69万6000人は3圓以
上訪閉している．したがって延べ入場者数300万人．
　g）文化・啓蒙活動．243の講演，27の公開討論，23の集会，36の文化の祭日および文化のH，
8の全wシア的性格をもつ会議，大会等。331名の解説者が招聰．
　h）博覧会中央委員会1員版物．博覧会準備および開催期間中に102万64枚の印刷物，そのうち，
定期鳩版物一5種類，案内書的なもの一16種類，書籍，パンフレットー47種類
　i）審査委員会．112國．参加者一458名，そのうち，41名一労動組合と農民の代表．賞状一
4243．うち国家最高賞～50，国家功労賞一14，1等賞一783，2等賞一1250，3等賞一977，4等
賞一491．感謝状一685．部門別には，畜産部一一2883，家内工業部一550，農作部一288，外国部一
83，土地改良部一82，勤労部一21，試験部一20．
　1）費胤博覧会経費一1300万ルーブリ，うち建設費一535万3000ルーブリ．場所のための支
繊一130万ルーブリ．経済機関，協岡組合，各共和国関係費馬一210万ルーブリ．
次駐要な部の内容であるがやは1），蹴絵総欄額謂、よると汰要次のようである．
　1）試験事業部．ここでの課題は，試験施設の活動の展示と，農民，農業專門家が多い見学者に，
農業の試験事業の活動と成果を知らせること。試験事業部への出最者は，ソ連邦の111の試験施設
であり，とくに種子改良の試験結果利胴が関心をひいた．1923年現在で，多くの大規模な試験揚
で480の純粋系統種の種子が育種され，約15万プードの淘汰された種子をもっていることが示さ
れた．
　2）耕種作物栽培部．ここでは，低収穫の第1原因となっている耕種作物栽培の欠陥が全面的に
解明されている．また，試験施設30年間の活動で考え出された実践的方法が明らかにされ，農耕
一
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ソ連邦
　　（
　　
　　
　
　　
　　
窃
刈
博覧会建造物
番号　　建　　造　　物
1．家内工業部（旧プロムレ
　　イ工場）
2．ヴt－mゴダの古いイズ
ノく一
3，ヴt一ロゴダの改良イズ
　　
ノX一
4．ノーヴゴロドのイズバー
5．モスクワのイズバー
6．ペルミの古いイズバー
7．ナルピート〔労働者人斑
　　食堂労働組合〕の食堂
8．ペルミのイズバー
9、　ヴ婁ローネジのイズノx“一
10．南部の改良イズバー
11、農異の改良イズバー
12．アルハンゲリスクのイズ
ノX一
13，麟火建築の模範的見本
14、新醇ザベドノター〔貧農〕s
15．ウクライナのイズバー
16．クバンのイズバー
17．拓児所
18．農事搬導所
19．消紡バピリオンと
　　哨所Noユ
20．圧延サーライ〔小舎）
21．鍛冶場
22．種畜所
23．　牛季し力目工場
24．農疑ドーム〔家〕
25．　謬耳執そ予委貫会
26．共産主義ウサーディバ
　　〔屋敷〕
27．ソフホーズ
28．雑誌eノーヴァヤ・ディ
　　エレーヴニヤ〔新しい村）」
29．事務勝「ドヴィーガテリ
　　〔発動機〕za
30．　全ソ’営業協「in組合達合
31．建設ビュロー
32．全ソ港費協陶綴合連合
33．農業協屑組合連合
34．林業中央管理局
35．植物生育ドーミック〔家〕
36．アルメニア
3？．アゼルバイジヤン
38．グルジア
39。養蜂
40。ウクライナ
41，クラースナヤ・アルメニ
　ア（テント）
42．　ドイツ・コンミューン
43．　キノレキごス、共孝口国
44．タタール共和国
45．バシール共和国
46．　トゥルケスタン
47，穀物製品
48。戴縫コンビナート
49．モスクワらしゃ
50．ユダヤ・コンミューン
51．消防聡所M．3
52．中央せん維
53．消防哨所No．4
5荏。すぎ工業と印刷所
55．製粉機建設
56腎　製粉機音［～
57，砂糖トラスト
58．タバコ・シンジケート
59．　マホーノレカ
60，モスクワ膿業工業
61．加工一一般部
62。皮革シンジケート
63．製肉所
64．　　ゴヌ、〔国家〕az乎し
65．氷蜜
66．魚類中央管理部（漁労）
67．食料品経済中央管理部
68。漁労中央管理部（パビリ
　　オン）
69．　クリミヤ
70．製材（鋸挽き＞
70．a．駅
71．通信人民委部中央パビリ
　　オン
72．交通人艮委貫部演動毒部
73．1斑上
74．都市駅．白ロシアーバル
　　ト海鉄道
75．交通入民委貝部農業サー
　　ビス
76．アブハジヤ
77．チュヴァーシ
78．オイラート共和国
79．砂糖トラスト摸範ドーミ
　　ック
80．極東州
81．林業部
82．耕種作物栽培と牧草栽培
83．　となカhv、用棚　（上家）
84．ブリャート
85．外麟貿易
86．温蜜
87．カフカー一ス
88．調達部
89．果雛園芸とぶどう栽培
90．クリン〔土地の一画）温室
91，　医療苔［ヨ
92．果物保存サラーイ
93。　番直蓼勿f呆護音i～
94．陰ロシア
95．全ロシア中央執行委員会
96．　「ティタンs煮沸器
97．機械製作
98．國家農業倉庫
99．獣医療病院
100，消防幣所No．2
101．羊小含
102、103．畜産タワー
101．馬小舎
1（あ．馬／1・舎一馬場
106．107．IOS．109．馬小含
110．　　111．　　112腎　　113．　　牛ノ」、倉
li4．　115．　豚ノ」、舎
出所　：くくKpac陛灘o員　apx峯甑3》》，
　　　T。CTP．84－85．
部パビリオンでは，3甫農法と輪作農法の闘争の場が提示されている．結果，輪作法が優れてい
ることが示されている．
　収穫の90％までも失われる皐越問題にも大きな注意が払われている．とくに，畢魑とのたたか
いにとって最良の季段として，草の生えていない休閑地と多種多様の播種に注9している．県別
の展示品陳列にあたって地域別原刷がとられている．このことは，農作物の普及度，もっともよ
く栽培されている中心地，適応する土壌，気候条件の諸要因を明らかに跡づけることができ，ま
た，作物を今後のばしてゆく新しい地区の見当をつけることができるわけである．「知識なけれぱ，
穀物なし」で，農学上の知識の普及が注匿されている．「生きた播種」が3デシャチーナの野外で
実地に行われていることも特徴的である．
　3）畜産部．これは，はじめての，真の全ロシア畜産展覧で，もっぱらロシア種で，しかも殆ん
どが農民の家畜であることは特徴的である．従来の博覧会が，商業的企業によって，しかも，高
緬な外国種の販売のためであったのに比べて，このことは特記するに値する．また，家畜頭数が
激減している状況下（1916年には1億8330万頭，1922年には1億90万頭，つまり45％減）で，至憩、
に，しかも生産性の高い畜産活動の展開がもとめられている．地方種家畜が多いことも特徴であ
る．出品された牛の70％はuシア産で，馬の50％は地方種であった．また，100頭の豚のうち55頭
は農畏のものであった．この3種類の数字は，博覧会畜産部の性格をよく示しているといえる．
　4）土地改良部．いわゆる粗悪地である不耕作地6000万デシャチーナのうち3000万デシャチーナ
は沼沢化した土地で，正しい利用が求められており，干拓も必要な土地である．さらに2400万デ
シャチーナの，いわゆる自然牧場があり，岡じく土地改良作業がもとめられている．このような
状況のなかで，博覧会土地改良部のもつ重要性と実践的な意味が出てくる．土地改裏展示の～部
は，きわめて示威的に行われ，多数のモデルの形で，土地改良のプWセスが示され，知識の乏し
い見学者にもわかるよう展示されている，干拓，灌厩の実際のやり方もきわめて明快に示されて
いる．
　5）労働部．課題の中心は，勤労者にきわめて困難な状況下で労農政権が，いかに労働条件改善
をめざしてたたかっているか，そしていかに実際的な成果をあげてきたかを示すことであった．
多くの展示撮は，詳細に，労働の組織，利用のより充実した形態を明示している．科学的労働の
問題，革命的立法の問題も最筋列の問題となっている．
　6）近代的農村と古い農村の部．この部は3つの部分，すなわち，①近代的農村，②改善された
農家，③農村に奉仕する公共的建物，にわけられて展示されており，農業各部門の博覧会全景を
包措する背景のようなものをつくり出し，見学者に，自然的，歴史的，生活様武的諸条件によっ
て，さまざまなmシアの農民経営があることを示している．近代的農村と新しい農村の各農家が，
どのような建造物，屡住設備，家内工業をもち，また経営の一般的機構，その方向性，収益性，
市場性はどうかということを展示している．
　7）家内工業部．全入口の90％が農民であり，土地で｛動らき住んでいることと，ロシアの土地の
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厳しい自然条件による冬期の農閑期の長いことは，必然的に，家内工業の発展を促すことになる．
家内工業の対象物品は，まず，農業用具（箕，槌），家具，樹皮製品（かます，むしろ），おりも
の（木棉，毛），じゅうたん，毛皮，荷馬車，有蓋大型荷車，馬車，その他，4万個以上の贔召が
集められている．この部の新しい傾向として，家内工業の機械化と動力の利用も大きな意味をも
っている．このことは，また家内工業の協同組合化の問題を提起している．
　8）外国部．政治的意義の他に，この部は，外国における農業の工業化，農業の機械製作の成果
の観点から実践的に重要な意味をもっている．ロシアの農業システムにも，大きな変化が生じて
おり，それは，土地耕作の方法，様式それ自体の再検討を生んでいる．農業コンミューン，アル
テリ，集圃経営は，電化，トラクターによる耕作，経営の機械化等の問題を提起しており，その
ための機械を入手することが，酒側諸国，アメリカの機械化との貿易関係全般としても焦周の必
要となっている．貿易上の関心が外国部設置において大きな役割を演じており，外国からの搬入
された出繍物の総数は4198で，展示晶の数と種類の上でドイツが圧倒的に多く，つづいて，イタ
リア，チェコ・スロヴァキア，オーストリア，アメリカ，ラトヴィア，エストニア，フランス，イ
ギリスその他となっている．展示贔のうち75％が博覧会で売られ，15％が博覧会委員会に引き渡
され，わずか10％だけが送り返された．
　博覧会開催期問中に，博覧会中央委員会は，文化・啓蒙活動として種々の催しを行っている．
9月169には，何千人もの農斑を対象に演説会を開き，チェチェーリンが，襟1團農業博覧会の
意義についてsの演説を行っている．9月15日から，博覧会劇場儂民の家々sで新しい農民劇
団の演劇や，学術・農学に関連した戯曲上演が開始されている．9月16日には眠族集会』が開
かれ，岡じHに，水圧式泥炭採掘コーナーが開設されている．9月18鍵には，各異族の大集会が
開かれ，ドイツ共産党中央委員会メンバー，テルマンをはじめ，多数の民族代表が参加している．
9月19日には，解畜産の臨が設けられ，『ロシア畜産の発展の方途適の題で討論会が行われてい
る，9月20日は儂業集団化の日sで，会場は，農民参観者で満員となり，「3甫農法とオプシチ
ーナー掃」，「農村における経済革命万歳！集団労働万歳！」のスW一ガンのもとで，喰業機械製
作および集嗣化について3の講演が行われた．夕方，討論会が開かれ，『集闘化一これは農業改
善化の唯一の正しい道である3という決議が採択されている．9月21臼に噺しい農村の恥，
9月22日には徽育啓蒙のHsで，教育入民委員ルナチャールスキーが演説を行っている．9月
23　Mには脇同組合の日sが設けられ，全ロシア中央執行委員会付属の青少年委員会が「子供の
矯を設け，社会的教育とピオネール運動の理念を示し，また，農業博覧会の理念を子供たちに
宣伝し，その意義を共和国の新しい世界に伝えることを廻的とした．なお，その他，クララ・ツ
ェトキンが演説したy収穫の縣（9月14日），「ソ遮邦諸民族祭典s（9月30H）や，『労働と機械
　　　　　　　　　　　　　⑫
のH』などの催しも行われた．
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　V
　1923年第1圃全wシア農業博覧会の大要は以上のようであるが，この博覧会はどのように評価
されたであろうか，
　博覧会企瞬当事者の側の博覧会評纐は，9月16環のチチェーリンの演説穐1團農業博覧会の
意義についてsのなかでみられるように，「ソヴエト共和国において，かくも建設的で穣極的な壮
　　　　　　　　　　⑬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
大な活動が行われている」ことの確認と，「国際関係に新しい時期のはじまO」としての博覧会の
役割をおさえている点である．また，博覧会ゆ央委員会幹部会がレーニンに贈った博覧会アルバ
ム第1号の表書きに，「…労農共和国の国民経済向上の歴史の輝やかしい1頁を記すソ連邦1923年
　　　　　　　　　　　　　　　⑮
全ロシア農業・家内工業博覧会…」と記されていることのなかにも，博覧会の位置づけをみるこ
とができる．
　また，『プラウダgが行った博覧会中央委貫会幹部会議長エム・シェフレルとの会談のなかで，
シェフレルは，「博覧会一これは，新しい段階，新しい活動方式への経済の移行にかんする広況
な実りある活動への労農共和国連邦の準備の最後の段階である．博覧会一これは，新しい経済の，
　　　　　　　　　　　　　　　⑯
経営の成果の道の最初の段階である」とのべ，博覧会をソヴエト国家の発展の道における画期と
みなしている．
　同じく当日の￥プラウダsに掲載されている，Vシア共和国農業人民委興次欝ア・スヴKデー
ルスキーの『世界で最初の博覧会遍という標題の記事で，彼は，縛覧会は連邦共和醒にとっての
経済関係における強大で組織的な手段であるばかりでなく，全世界における労農権力をめざす強
大な宣伝的乎段であらねばならない……今撲，モスクワに掲揚される博覧会の旗は，入闘による
人間搾取のない，諸艮族の友好関係を基礎にした，古い社会，経済体剃の廃櫨から生まれでる薪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰
しい経済建設の来るべき勝利のシンボルとなるであろう」と，博覧会の歴史的意義を評億している．
　より具体的問題でのブディヨンヌィの演説（「労働と機械の祭晦で行われた）は，ソヴXト・
mシアの経済一農業も工業も一の復興には3つのエレメントがある，すなわち，労働力，機械，
役畜であり，農業においてこれら3つのエレメントが保障されるならば，ソヴxト・ロシアの農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱
業は急速な進歩をとげるであろう，との主張である．『博覧会条令露に掲げられた4つのii的（整
理する意昧でここに要約を繰りかえすと一1）連邦的な規模で農業・家内工業の境況を提承する
こと，2）国の生産力の可能性を示すこと，3）農業の科学と実践の成果およびその成果の農業への
適用の可能性を頬らすこと，4）ロシア農業発展のため外国からよいものを吸収すること）’は，い
ずれも，ブディヨンヌKの主張するロシア農業発展のためのエレメント強化に収敏されるべきも
ので，博覧会は，その意味において，所期の賎的を達成しえたとみなされる．
　一方，博覧会見学者（ここでは外国代表者）の評緬であるが，国際農民会議代表として博覧会
を訪れたクララ・ツェトキンは，if収穫の職に参擁して行った演説のなかで，「収穫の祭典をよ
ろこび合うことができるのは，ロシアの農斑と労働者だけである．なぜなら，彼らだけが，大地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲
の実りを，住艮大衆搾取のためにではなく，全勤労考のために，剛ナているからである」とのべ，
一
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博覧会はソヴエト・ロシアの自然の富を立派に示していると同時に，それは，「未曾有の業績一
プロレタリアートと農民の連合，すなわち，創造的衡動における，すばらしい建設的活動におけ
る，そして塊の蛎靴腸の勤労者の強固鵜廉おける瀦の飴＿を1世界に乱て、、
る」と評緬している．
　また，外国の博覧会報道では，ドイツの「ハンマー・ウント・ジーヘル』が，「2年酪には飢え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
が，だが今臼，国の内なる力と比類なき高揚，成長のあかしである大農業博覧会がある」とのべ，
「ボリシェヴィキ・Wシアは強力となり，強大な国家になるであろう，ロシアとのきわめて緊密
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
な同盟こそが，ドイツを破滅から救うであろう」と，博覧会で示された大きな潜勢力をもっ新生
ソヴエト・ロシアへの期待を寄せている．
　ここで，最後にわれわれは1923年農業博覧会の意義について総括してみたい．同博覧会は，大
きく2つの意義をもつと考える．1つは，国内的意義であり，今ひとつは国際的意義である．
　まず後者についていえば，ソヴXト共和国の紺外政策の一環として博覧会がもつ国際的意義の
面である．ちょうど利権事業が，外国から最新の技術をともなう資本を導入し，ソヴエトの自然
の富の開発を行い，それによって経済的利得を計るとN－」時に，政治的には，ソヴエト政権が国民
経済復興，社会主義への移行路線の推進のために平和的外交政策として押し出した施策という一
面をもっていたのと問様の国際的意味を，博覧会はもっていたと考えられる．全Wシア農業博覧
会に外国部を特設し，外国の農業における先進的成果を学びとり，それをソヴエト農業の発展に
活用せんとする経済的側面からのインタレストの他に，外国の諸企業に博覧会への扉を大きく開
き，同時にこの窓を通してソヴエト・ロシアの経済的潜勢力と政治的方向性を世界へ知らしめよ
うとした意味は，国際的にきわめて大きいといわなければならない，
　また，外国からみた社会主義政権下における農業博覧会のもつ意義の大きさである。それは，
博覧会そのものの性格の質的変化の確認であり，新体剃が承す新しい力の誇承の承認であった．
ネップへの移行が，社会主義から遠のく道であるとみていた資本主義国での見解への，先ずは第一
の一撃であったといって過書ではないと思われる．
　一・方，国内的意義についてであるが，なによりも，経済的意義の大きさが前面に出る．本稿の
これまでの叙述からも明らかなように，国民経済（とくに農業，家内工業）の現状を確認し，新
しい科学と過去の実践の成果をとりいれ（外国からのものも含め），経済復興の最良の途を全連邦
的規模で検討し，将来の農業の発展方向一協詞組合的集1郵化一をも示唆できる場を博覧会が提
供したことの意味は大きい．
　政治的意義については，労農同盟の観点からとらえることができる．すなわち，農業の復興か
ら着手し，工業の復興を押し進めて行くという国民経済復興プランは，政治的には労働者と農罠
の結合同盟関係の強化のプランでもあった。ソ連邦結成（1922年）後における労農同盟のもつ意
味は一層大きいものとなった．デミヤン・べ一ドヌイの槌と鎌に栄光あ＊V　！の心は，博覧会のひ
とつの主題であったとみなすことができる．
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　さいごに社会的，文化的意義について．協同組合運動においても，ゴエルロ電化運動において
も同然であったが，博覧会のもつひとつの大きな意義は，その文化的，啓蒙的役割であった．全
人Uに対する割合が90％という農村入U，その大半が文盲状態にあった当時の状況で，博覧会の
文化的，啓蒙的意義の大きさは特筆するまでもない．つねに，先進的，規範的なものをそのねら
いとする博覧会一般の性格からいっても，文化革命が文盲一掃運動からはじまったソヴエト・W
シアのこの面における後進性のなかで，全ロシア農業博覧会が果した文化的意義は明らかである．
　われわれは，以上のような国際的，国内的意義の総括を基として，ソ連邦経済史（ソ連邦史）
上に，第1圏ソ連邦農業・家内工業博覧会を位置づけることができると考える．同博覧会は，ソ
連邦における資本主義から社会主義への過渡期政策としての新経済政策ネップの出発期に記され
た小さくない事実であった．
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　　aBTOI｛oMI｛h｛x　P〔｝cHy6．・艮奮蛋R，　Bce蟹三’y6護蟹c難o溺ミoMtll至．1｛o匡蒙朋BceM　3蓋｛OC◎，　BceAf照3　peclly（t．ult｝t，　B（teM
　　ry63e騒yH蚕｝aBJIellltSl！S．　5　Φ｛きBpa昌蹉　藍923　r．
⑳　　Clt。　TaM　｝K〈｝．　CTP．　96－－98・－Petlh　雑．　正肇．　韮｛a諸H葦署雁Ha　蓑蓬a　Bcepoec灘霊韮cKo鍼　Cl｝e3Ae　BblCTaBOZIIII・塁x
　　h”os｛IITerrOB，　6　鰻aPT摂　霊923　1’．
⑳　　CL餐．　Ta鵠　｝Ke，　cTP．　98－・－99．一韮．業iiP董｛yJ護fiPl艮oe　蓑匪誓莚c蛋，Mo　CeKpeTa湖｝叢　韮果韮｛PK鶉【（6）　B．　M．　！畦OJ蓄OTOBa　B（）e，M
　　羅’y6Ko轟薮籍璽　疑　06葦COMEIM　P韮｛豆’1，　30　．s葺aPTa　叢923　蓋亀．
⑯　C轟疑．TaM｝｛｛e，　cTp．98．一豆．藍pltBeTcTIIIS’eτoB．　J嚢e蚕蚕照y・T　cTpowe」翼e藍I　Bcepoccatiici｛oi’l　ce眠lc｛｝－xo：s｝’葦itcTBelll｛oi’i
　　甜　Ky（，TaP艮藝o瞥置K藝》Olf｝｝Ill互」匡e夏鞭聚o藍i　3蛋♪署CTaBKH，　韮8　滅aρTa　霊923　葺・
⑳　　CM．　Ta醗　｝Ke，　cTp．　隻00．～翻3　ml｛1｝opMall｝箋oK正葦o麺　ctBo　JIIミ騒　Hpecc－6蓑opo　r霧aBHoro　Ko醗騒Te望見a　誕艮o　y¢丁妻）o孟i（tTBI
　　｝lcepOCCiiiic｝coii　C．－X．　B蓋・董CTa箸3K匡蟹，5Mafl　1923　r．，藻44．
⑳　　《霊至P慕B双a》，讃妄霊85，　肇9　a韮玉r．　叢923　r。
⑳　cM．　TaM｝Ke．
⑳　CM．｝｛1）aCm，甕鐘apxltB，　T．　io◎，　CTP，圭◎7－－mを｝．一臨］laTePlla．1匡o田｛1！TOI・OMY．政oK31a罧y　o　BcePocc曲c匪翻
　　ee」蓋．－xo3．　lf　KyCT．一誕艮POM．　B韮・董cTaBRe　I923　r．
⑪　Cl！．　Tξ糊鵬（：Tl）．韮09一孟霊3。
⑫　　CM。　T｛klt　｝Ke，　eTP．　io3－一藍05．　nvt－t　l’1；／16韮O」裏議eTe田夏　琵HOCTpmmo蓄ヤ0　0TJEe」la　r護aB蓋匹oro　Bh隻eTa難o畦Horo
　　韮｛Ol1峯雲TeTa，　26　ee韮iTf｛6pn　ig23　r．，　，無急　5．
屯ゆ　　TaM　卿｛e，　cTP．　1◎3．
㊤）　Ta照　嬢e．
⑳　　’1’a，Nt　鐸｛c，　e・屋・P．　霊02－一叢03。一擁3　6io」嚢．・匪eTe藁lfl　I・叢HocTpa署嚢呈蓑o匡・o　oT旦e5匪a　r」雇aB擁o匿・o　BbicTaBoq誕lol’o　l｛o，m韮TeTa，
　　匪黛9　ia｝o．Fi｝韮　隻923　r．，　，M，23．
⑳　　《麟P農顕3」三a》，ふ＆　蓋85，　叢9　aB蓬・．　1923　猛・．
Cll）　　丁議M　フKe．
⑱　　CM．　KP器（，H釜｝i樋　apx蕃箋B，　T．　董00．　｛！t3－P、　107．－Pe足H，　・roB。　｝3：’；lei｛i・｛oi・o　騒a　誕巌翼｝a3深H藝霊Ke　Tpy黛a　畢蛋　，Malllllllhl
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⑲
⑳
⑪
⑫
BCeCO蓋03蓋韮0盤　C｛｝．abCKo－XO3｝署孟量CTBei騒垂0赫　韮璽　KyCTap｝蛋0－HpO轟量署｝U裏三J嚢e署嚴匡0言i
雛
Ta瀕　｝峯｛e，　CTP．　105．－Pe毛H，1｛5iapb置羅eTK裏田　韮蓋a　Hpa3即藍茎塞藍｛e
KyCTap蓬罷o－HpoA鰭｝建u難K｝｝鷲｛◎薮　BhlCTaBl｛lf，　蒙4　ce蕪丁｝翼6p月　藍923　r．
Ta擁　｝賦e，　CTP．　106．
響a躍　｝Ke，　（γrp．　117．－3arpaH茎雲qHa”　鰭pecca　O　B董・蕉CTaBKe。
Ta瀕　撮e．
　　　　B蓑，震cTa纂3K誓萱，　7　α｛丁騒6P5｛　1923　r．
yPO｝Ka｝嚢8cecO艮03騒0藪ceJlbc蓋｛0－XO35韮藍C「rBe匿田oil
（1976．　9．　3．）
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